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緊急災害時における放送についてのご要望へのご回答

(平成22年10月 奄 美大島での大雨 について)

謹啓

NHKの 放送 に、格 別の ご理解、 ご協力、また今回は貴重な御意見 を賜 り、誠

にありがとうございます。

この度、財団法人全 日本 ろうあ連盟様か ら文書 「平成22年10月20日 大雨

被害 による奄美大 島の聴覚障害者への情報保障について緊急要望(連 本第100

332号)」 にて、緊急災害時 にお ける放送へのご要望をいただきました件に関し

て、ご回答申し上げます。

1緊 急災害 時におけ るローカル番組 を含むテ レビ番組への 「手話通訳 と字幕」

の付与について

今回の奄美大島の大雨災害につきましては、10月20日 正午 の全 国ニ ュース

で 、初めてそ の模様 をお伝えしています。字幕は、その正午のニュースはもとよ

り、続 く 「午後1時 のニ ュース」や 、午後2時5分 か らの 「お元気 ですか 日本列

島」、「午後4時55分 ニュース」 「ニ ュー ス7」 「ニュース ウオ ッチ9」 といった

主 な定時 のニ ュー ス番 組で付与 し、奄美大島の気象や災害の状況をお伝えしてい

ます。それ以降も、 これ らの時間帯の定時ニュース番組の中で字幕を付与 し、逐

次、奄美大島の状況等をお伝えしています。

一方、こうした定時のニュース番組ではなく、通常の番組 を休止 してお伝えす

る緊急ニュースにおいては、次の理由によ り、現状では、字幕を付与することが

極めて困難な状況となっております。

「ニュース7」 「ニ ュースウオ ッチ9」 な どの定 時のニ ュースにおいては、通常、

固有名詞や地名などを正確 に表示するため、予め、字幕を作成するオペ レーター

に参考となる原稿を準備し、オペ レー ターが固有名詞や地名な どが事前に把握 し

たうえで、字幕放送を実施 しています。 しかし、緊急ニュースにおいては、字幕



を作成するうえで参考 となる原稿 を事前に準備できない ことか ら・新 い'地 名や

人名 に対 して 、オペ レ汐 一 の聞き間遡 ・や変換間違いのリスクが大きいとし'っ

た課題が あ ります.特 に、災 害発生時 はお伝 えす る情報が生命 ●財産に関わるこ

とか ら澗 違った情報が混乱 を招 く危険性がより高まるものと考えてお ります・

また、素早いキーボー ド操作や正 しい言葉 を使 うといった高度な専門能力 と緊

張感 と集中力の持続が求められるオペレ ター を・土也震や台風などの緊急報道に

備えて湘 当数確保し、24時 間徽 させ る体制 を組 む ことも溶 易ではありま

せん.特 に 。一 カル放 送の字 幕付与 につきましては・全国の放送局に専門のオペ

レーター を確保することが必要とな りますカミ・地方 において・ こうした醸 な専

門能力を持つ人材を確保すること自体・難 い現状にあります・また・字幕放送

設備について も全ての放送局に導入する必要があり・多額の費用がかかる問題 も

あ認 を

して、緊急災害時における聴覚障害者の方への灘 供は非常に重要

な課題 と受け止めています.こ のため 、緊急災 害時 にお ける報道においては・聴

覚障害者の方 も画面で状況が把握できるよう・津囎 報 ・注翻 発令地域は画面

に文字や地図などで表示し、轍 到達予想時刻 の一覧表示に加え・被災地域の地

図への譲 表示や徽 の大きい地域については表での一覧表示を付加するな ど・

画面表示だけでも状況が把握できるよう工夫を重ねています・さらにこうしたテ

レビ、ラジオの放送に加えて、インターネ ットやデータ放送を活用 し・膿 や台

風.大 雨 な どの災害時 に腰 な地域情報をきめ細か く提供するよう努めています・

今回の蔽 大島の大雨災害においても・NHK鹿 児島放 送局では・10月20日

の午 後7時 す ぎか ら、25日 の午後9時 す ぎまで・イ ンター ネ ッ トのNHKホ ー

ムペ ージ上 に特設ペー ジを立ち上げ、被災土也のみなさまに役立つ最新の生活関連

蟹 盤 騰 鼎 論 を受け、平成20年度から29年度までの字幕放

送拡充計画を策定 し、字幕 を付与するニー ス翻 等の拡充に取 り組んでいます・

今鞭 は、これまでの主なニー ス翻 こ加えて・新たに・平 日1日 当た り49

分間放送される 「お元気ですか日本列島」を字幕付与の番組に追加していま色

来鞭 以降も、字幕付与の対象翻 を翻 こ増や していくことにしてお り・こっ

した計画の中で、災害に関するニー スも字幕で多 くご覧いただけるよう努めて

いきたいと考えてお ります。

また、手話放送につきましては、「手言舌ニー ス」のキャスターをNHK以 外 の

外部 の方 にお願い して います.災 害時の緊急報道で 手話 ニー スを行 うために1ま・



そうした方々を、予め、相当数確保 し、地震や台風な どの緊急報道に備えて全国

の放送局に24時 間常時待機 させ る体 制 を組 む必要があります.し か し、現実 に

は こうした体 制 を組む ことは、人材確保上の問題や経費の問題から極めて困難で

す。なにとぞ事情 ご賢察のうえ、ご理解いただきますようよろしくお願いします。

2.緊 急災害 時にお ける、ローカル番 組を含むニュース、その他の必要な情報の、

特定非営利活動法人CS障 害者放送統一機構 様へ の速やかな提供について

CS障 害者 放送統 一機構様 の 「目で聞 くテレビ」が聴覚障害者の方々の貴重な

情報源となっていることはかねがねお うかがいしています。

NHKで は、平成16年10月 の新潟 中越地震お よび平成19年7月 の新潟県

中越沖地震 にお いて 、「CS障 害者放送統一一機i構」様か らの ご要望 を受け、NHK

のホ ームペー ジに掲載 して いる地震関連1青報 を、 一定 の条件 のもと、提供 させて

いただいてお ります。

一方、緊急報道の際のニュース送出現場は一刻一秒を争って視聴者のみなさま

に情報 をお届けす る努力を重ねてお ります。放送内容 の点での連携や放送の実施

以外での特定の相手先への情報提供につきましては極めて難 しいことは、 どうか

ご理解 いただきたく存 じます。

今回いただいた貴重なご意見は、今後の放送実施 にあたって参考にさせていた

だきます。 これか らもNHKの 放送事 業に ご理解 とご支援 をいただけますようお

願い申し上げます。
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